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納付方法 １回あたりの
納付額 割引額

口座振替・クレジットカ
ード納付の翌月末振替・
納付書

16,520 円 なし

前
納

当月末振替�
（口座振替のみ） 16,470 円 50円

６か月前納
Ⓐ前期（４月～９月分）
Ⓑ後期（10月～翌年
３月分）

口座
97,990 円
納クレ
98,310 円

1,130 円

810円

Ⓒ１年前納
（４月～翌年３月分）

口座
194,090 円
納クレ
194,720 円

4,150 円

3,520 円

Ⓓ２年前納
（４月～翌々年３月分）

口座
385,900 円
納クレ
387,170 円

16,100円

14,830円

【参考】令和５年度国民年金保険料
納付方法別の割引早見表 国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
方

法
～
前
納
で
割
引
に
～

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

際
、
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）

す
る
と
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
割
引
額
は
左
表
参
考
）。

※
割
引
額
は
実
際
の
保
険
料
や
初

回
振
替
日
に
よ
り
変
動
し
ま
す

（
左
表
中
Ⓐ
・
Ⓒ
・
Ⓓ
に
つ
い
て

は
４
月
末
日
を
、
Ⓑ
に
つ
い
て
は

10
月
末
日
を
、
そ
れ
ぞ
れ
初
回
振

替
日
と
し
た
場
合
の
割
引
額
と
な

り
ま
す
）
。

①
口
座
振
替

手�
続
先　
金
融
機
関
、
熊
谷
年
金

事
務
所

用�

意　
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証

等
）
、
年
金
手
帳
（
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
）
、
預

（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

手
続
先　
熊
谷
年
金
事
務
所

※
市
か
ら
書
類
の
取
次
ぎ
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

用�

意　
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証

等
）
、
年
金
手
帳
（
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
）
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

※
①
②
で
前
納
す
る
場
合
の
新

規
・
変
更
の
手
続
き
は
、
２
月
末

日
ま
で
が
お
す
す
め
で
す
。
３
月

以
降
の
手
続
き
で
は
割
引
対
象
と

な
る
期
間
が
変
わ
り
ま
す
。

③�
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
納
付

　
専
用
の
納
付
書
が
必
要
で
す
。

熊
谷
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

納�

付
窓
口　
金
融
機
関
、郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
電

子
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
（
＊
）
で
の
電
子
決
済
納
付

＊
対
応
ア
プ
リ
…
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、

ｄ
払
い
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
、
楽
天
ペ
イ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 　

Ｐ
ａ
ｙ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

～
60
歳
以
降
で
も
国
民
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
～

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
公
的
年

金
制
度
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
60
歳
ま

で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
、
納

付
期
間
の
不
足
に
よ
り
老
齢
基
礎

年
金
を
満
額
受
給
で
き
な
い
場
合

等
、
年
金
額
の
増
額
を
希
望
す
る

と
き
は
、
60
歳
以
降
も
国
民
年
金

に
任
意
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
申
出
月
か
ら
の
加
入
と
な
り
ま 

す
。遡
っ
て
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

加�

入
条
件　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

・・ 
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

・・ 
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
な
い
方

・・ 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保

険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月

（
40
年
）
未
満
の
方

・・ 

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
方

※
60
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
任

意
加
入
で
き
ま
す
。

※
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満

の
方
、
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人

で
、
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
も

加
入
で
き
ま
す
。

保�

険
料
の
納
付
方
法　
口
座
振
替

ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

手�

続
先　
市
民
課
、
支
所
市
民
福

祉
課

用�

意　
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証

等
）
、
年
金
手
帳
（
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
）

※
納
付
方
法
に
応
じ
て
、
預
（
貯
）

金
通
帳
と
通
帳
届
出
印
、
ま
た
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

※「口座」は口座振替、「納クレ」は納付書・ク
レジットカード納付です。

開�館時間　午前９時～午後４時 30分
休�館日　月曜日（休日の場合は翌日）
☎ 71- ６８７８・ 71- ６８７９・
hwmm@city.honjo.lg.jp 本庄早稲田の杜

ミュージアム

定員　10 名 ( 先着順 )
申�込　２月８日㈭から電話または直
接本庄早稲田の杜ミュージアムへ

【ワークショップ『紋切り遊び体験』】
　江戸時代の切り絵「紋切り遊び」
を体験してみませんか。花や文様、
はにぽん等いろいろな形を一枚の
紙から切り出してみましょう。
日�時　２月 10日㈯～ 12日㉁　
午前９時～午後４時 30分

会�場　本庄早稲田の杜ミュージアム
※申込不要。直接会場へ。

　担当学芸員による展示解説と関
連ワークショップを開催します。
【展示解説】
日�時　 ２ 月 22 日 ㈭、25 日 ㈰　
午後２時～
会�場　本庄レンガ倉庫１階展示ス
ペース

本庄レンガ倉庫で好評開催中！（３月 25 日㈪まで）展示解説とワークショップを開催

　企画展では、発掘調査で出土し
た資料から、児玉・深谷地域にお
ける弥生時代の人びとの生活と文
化を紹介しています。
　この企画展をさらに詳しくご紹
介する展示担当者によるガイドツ
アーを開催します。ぜひご参加く

ださい。
日�時　２月 17日㈯、３月２日㈯　
午後３時 45分～ ( 講演会終了後 )
会�場　早稲田リサーチパーク・コ
ミュニケーションセンター２階
情報資料室
※事前申込不要。開始時間前まで
に会場入口に集合してください。
【講演会を開催】
　企画展に関連した講演会を開
催。詳しくは またはお問い合わ
せください。
○深谷の弥生時代
日�時　２月17日㈯　午後２時～
３時30分

講�師　幾島　審　氏（深谷市文化
振興課）　
○神川町の弥生時代
日�時　３月２日㈯　午後２時～３
時30分
講�師　北山　直人　氏（神川町生
涯学習課）

企画展『弥生時代の児玉・深谷地域』（３月 24 日㈰まで）ガイドツアーで見どころを紹介

　下野谷遺跡は関東地方でも最大
規模のムラ

3 3

。住居の分析から、ム
ラの変遷と特色を考えます。
　また、遺跡で見つかった他地域
の影響を受けた土器から、下野谷
遺跡と他のムラとの関係を考えま
す。古井戸・将監塚遺跡（児玉町
共栄）とも比較し、大規模集落の
役割についても触れていきます。
日�時　２月 24日㈯　午後２時～
３時 30分

会�場　早稲田リサーチパーク・コ
ミュニケーションセンター４階
レクチャールーム２
講�師　細田　勝　氏（元早稲田大
学考古資料館学芸員）
定員　100名（先着順）
申�込　２月７日㈬午前９時から電
話、 または直接本庄早稲田の
杜ミュージアム窓口へ
※参加者の氏名・電話番号をお伝
えください。

こちらも絶賛開催中！（５月 26 日㈰まで）記念講演会を開催

下野谷遺跡から見る風景
―�縄文時代の人々と竪穴住居の生活

幕末本庄宿のおもてなし
～和宮宿泊の舞台裏～


